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心がけようきれいな選挙

六
月
十
七
日
に
公
ボ
さ
れ
た
参
議

院
議
員
選
挙
は
、
七
月
十
日
の
投
票

め
ざ
し
て
、
い
ま
選
挙
運
勣
が
く
り難
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ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

投
票
で
き
る
人

市
議
会
の
各
委
員
会
は
、
委
員
の
任
期
切
れ
を
前
に
四

・
五
月
も
活
発
な
活
動
を
展
開
。
の
べ
十
七
回
に
の
ぽ
る

会
議
を
開
い
て
、
懸
案
の
事
項
を
審
議
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

四
・
五
月
の
委
員
会
活
動

Ａ
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
四
月
四
日
…
…
市
か
ら
、
宇
治
廃

棄
物
処
理
公
社
の
設
立
認
可
が
遅

れ
て
お
り
、
六
月
末
ま
で
引
き
続

き
市
が
不
燃
物
の
埋
め
立
て
処
理

を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
市
営
火
葬

場
の
早
期
改
修
工
事
着
工
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
四
月
二
十
一
日
…
…
市
か
ら
、
五

十
二
年
度
か
ら
身
体
障
害
者
の
利

用
す
る
Ⅲ
を
対
象
と
し
た
軽
自
動

車
税
の
減
免
に
つ
い
て
塾
ぶ
あ

っ
た
後
、
農
腿
曇
に
は
い
り
、

市
職
員
の
氏
名
札
は
い
用
に
関
す

る
闘
願
の
ほ
か
二
祠
願
を
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

〇
四
月
二
十
二
日
…
…
謂
願
審
査
が

行
わ
れ
、
休
日
及
び
夜
間
の
救
急
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で
き
る
人
は
、
昭
和
三
十
二
年
七
月

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
今

年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
転
入
届
を
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出
し
た
人
で
す
。
な
お
、
最
近
、
宇

治
市
内
に
転
入
さ
れ
た
人
で
、
ま
だ

宇
治
市
の
選
苧
〈
名
簿
に
の
っ
て
い

な
い
人
で
も
、
前
住
所
地
な
ど
で
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
市
町
村

医
療
体
制
の
実
現
に
関
す
る
請
願

ほ
か
三
謂
願
を
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
め
ま
し
た
。

Λ
文
教
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
四
月
六
日
…
…
市
か
ら
、
五
十
二

年
度
に
お
け
る
不
足
教
室
数
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
来
年
四
月
の
開
校
を

目
指
し
て
仮
称
北
宇
治
第
二
中
の

建
設
を
行
う
と
の
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

○
四
月
二
十
二
日
…
…
市
か
ら
、
用

宇
治
中
校
舎
の
ひ
ぴ
割
れ
に
つ
い

て
の
禦
に
が
あ
り
、
夏
休
み
中
に

完
全
楠
修
を
行
う
こ
と
が
言
明
さ

れ
ま
し
た
。

○
五
月
六
日
…
…
市
か
ら
、
学
校
給

食
物
資
に
お
け
る
野
菜
価
格
の
ぱ

ら
つ
き
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
後
、
爵
願
審
査
に
は
い
り
、
菟

道
第
二
小
の
新
校
舎
建
設
並
び
に

施
殷
・
設
備
の
改
普
、
充
実
に
関

地
域
の
住
民
組
織
を

育
て
ま
し
ょ
う

互
い
に
話
し
合
う
場
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

政
見
を
よ
く

知
っ
て
投
票
を

〔
立
会
演
説
会
〕

す
る
詞
願
の
ほ
か
四
請
願
を
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。
な

お
、
市
か
ら
は
、
菟
道
第
二
小
校

舎
に
つ
い
て
、
危
険
校
舎
に
該
当

し
な
い
た
め
、
財
源
的
な
う
ら
づ

け
が
な
く
改
築
は
困
難
で
あ
る
と

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
五
月
十
九
日
…
…
市
か
ら
学
校
建

設
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
北
宇

治
地
域
で
の
人
口
急
増
に
対
応
す

る
た
め
、
仮
称
北
宇
治
第
二
中
に

続
い
て
仮
称
西
小
倉
第
三
小
を
来

年
開
校
予
定
で
建
殷
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

Λ
経
済
水
道
常
任
委
貝
会
Ｖ

Ｏ
四
月
二
十
七
日
…
…
市
か
ら
、
府

営
水
道
の
料
金
改
正
等
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
後
、
請
願
審
査
に

入
り
、
ス
ー
Ｊ
ハ
ー
進
出
に
関
す
る

請
願
の
ほ
か
二
同
願
に
つ
い
て
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

Ｏ
五
月
六
日
…
…
請
願
審
査
が
行
わ

－ 一 一 －

市
民
会
館
図
書
室
に

渡
辺
文
庫
オ
ー
プ
ン

市
営
火
葬
場

を
改
修

れ
、
大
塚
養
鶏
場
に
関
す
る
請
願

の
ほ
か
一
請
願
に
つ
い
て
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。
な
お

市
か
ら
は
、
大
塚
養
鶏
場
に
つ
い

て
、
原
則
的
に
移
転
の
方
向
で
検

討
し
、
早
急
に
代
替
地
を
あ
っ
せ

ん
し
た
い
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

Ａ
建
設
水
道
委
員
会
Ｖ

Ｏ
四
月
十
一
日
…
…
午
前
中
、
槙
島

町
の
レ
ス
テ
ル
建
設
予
定
地
の
は

か
三
ヵ
所
を
現
地
視
察
し
た
後
、

午
後
か
ら
謂
願
審
査
を
行
い
、
槙

島
地
域
の
教
育
環
ｍ
守
る
た
め

の
請
噸
の
ほ
か
二
請
願
を
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
め
ま
し
た
。

Ｏ
四
月
十
二
日
…
…
請
願
審
査
が
行

わ
れ
、
開
発
に
よ
る
環
境
保
全
に

つ
い
て
の
請
願
の
ほ
か
三
請
願

を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
め
ま
し

た
。

Ｏ
五
月
十
日
…
…
巨
椋
池
土
地
改
良

六
月
七
日
、
市
民
会
館
図
書
室
で
「

渡
辺
文
庫
」
の
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
に
急
逝
さ

れ
た
渡
辺
博
前
市
長
の
夫
人
ト
ヨ
さ
ん

か
ら
二
百
万
円
の
寄
付
を
受
け
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。

トヨさん（右）と島田市長（左）

渡
辺
文
庫
に
は
、
郷
土
産
業
で
あ
る

茶
業
を
中
心
と
し
た
農
林
関
係
の
図
書

を
は
じ
め
、
地
方
自
治
や
郷
土
資
料
Ｊ

婦
人
問
題
、
文
学
な
ど

計
七
百
五
十
一
冊
が
納
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
「
京
都
府
の

茶
業
」
「
続
京
都
府
の
茶
菓
」
「
日
本

の
茶
」
な
ど
昭
和
初
期
の
茶
業
の
記
録

フ
″
ル
ム
や
宇
治
の
航
空
写
真
Ｍ
ｌ
ろ

え
て
あ
り
ま
す
。

開
設
式
に
は
、
渡
辺
ト
ヨ
さ
ん
や
島

田
市
長
な
ど
関
係
者
が
出
席
。
島
田
市

を取や長

－ｃＡ．ｍｍｙ

さいづ前らまく市

にしり長発たには

菅べ萱ぶ

せそを前たのもヽ

い遺つとＳ7警

文庫の蔵書をみる渡辺

－一一一－－－－
Ｗｆｊ：（Ｉ浜島則耳

い（ｉｇＣＯＨＩ手

どこべてを読’搬匹鰐ま

たぎ肘ｚ露裂＾

Ｈ訳註

賢

Ｃにぺ

薪
式
か
ら
灯
油
式
へ

8
月
初
旬
ま
で
休
業

区
の
農
業
用
水
路
主
排
四
号
の
里

’
道
歌
に
私
人
の
倉
庫
が
建
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
か
ら

報
告
が
あ
り
、
問
題
の
里
這
敷
の

財
産
権
は
国
が
所
有
し
、
府
が
委

託
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の

で
、
建
築
確
認
申
請
が
ど
う
い
う

形
で
許
可
さ
れ
た
か
調
査
を
行
う

こ
と
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

〈
市
民
環
境
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
五
月
三
十
一
日
…
…
改
組
後
の
初

委
員
会
を
開
き
所
管
の
部
・
課
長

紹
介
の
後
、
懸
案
事
項
に
つ
い
て

市
か
ら
報
ｔ
審
受
け
ま
し
た
。

Λ
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策

特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
四
月
七
日
…
…
一
只
都
市
山
科
の
勧

修
寺
へ
高
速
道
路
近
辺
で
の
騒
音

公
害
調
査
の
た
め
現
地
視
察
を
行

っ
た
後
、
午
後
か
ら
、
環
糖
保
全

対
策
協
議
会
の
協
議
内
容
に
つ
い

て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
四
月
十
六
日
…
…
京
滋
パ
イ
バ
ｙ

建
設
に
つ
い
て
過
去
二
十
回
に
わ

た
る
委
員
会
の
審
査
を
ま
と
め
た

中
開
墾
昂
委
員
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
了
承
。

Ａ
宇
治
川
治
水
対
策特

別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
四
月
十
三
日
…
…
宇
治
編
付
近
景

観
保
全
対
策
協
議
会
か
ら
の
答
申

内
容
交
「
後
の
対
応
に
つ
い
て
市

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Λ
交
通
対
策
特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
五
月
十
一
日
…
…
近
鉄
大
久
保
駅

付
近
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た

め
大
久
保
バ
イ
パ
ス
を
建
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は
、

大
久
保
バ
イ
パ
ス
を
都
市
計
画
事

業
と
し
て
府
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

（
議
会
事
務
局
）

一
千
冊
に
な
る
予
定
で
す
。

基
を
俑
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧

式
な
た
め
、
排
煙
や
臭
気
な
ど
の
ほ
か

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
、
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
京

都
市
の
花
山
火
葬
場
も
全
面
改
築
を
す

る
た
め
、
近
く
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
当
面
の
対
策
と

し
て
、
現
在
の
火
葬
場
を
灯
油
式
バ
ー

ナ
ー
炉
（
脱
臭
防
煙
装
置
付
）
二
基
に

改
良
す
る
ほ
か
、
炉
室
や
事
務
室
な
ど

の
補
修
を
行
う
こ
と
に
し
た
も
の
で

す
。な

お
、
火
葬
場
は
、
将
来
的
に
は
現

在
の
施
設
を
廃
止
し
、
別
の
場
所
に
移

転
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
回
の
改

修
は
当
面
必
要
な
も
の
に
限
っ
て
い
ま

す
。

‐

‘

―

ｉ

市
政
だ
よ
り
の

届
か
な
い
方
へ

吻ふれあいがテーマです

十、ヶ6月2Ｏ日開店、ＰＰ

のノお客さまと

6月20日開店
・ｍ＾ｗ・皿’＾＾・一一｀●≪■・●四ミ’゜・・＝信〉

（京阪三室戸駅前）≪

・・20・21日の両日にご来店のお客様に＜南
記念品をご用意いたしております。

Ａ南京都信用金庫三室戸支店あなたの街の顔なじみ

503

議
会
だ
よ
り

7月10日は参院選



（2）昭和52年6月21日発行

504

第417号剱ｍ郵便物認可毎月3回1・11・21日発行定価1部5円郷＾？1＆ｒｆ＾ｉｇＳＣすごより昭和29年2月ｌｅ日第ｓ植郵便物ｔｓ可－－－一一一一一一－

児
童
手
当
な
ど
の

所
得
限
度
額
が
引
き
上
げ

児
寥
手
当
・
児
童
扶
唇
ｔ
ヨ
・
特

別
児
童
扶
養
吏
ヨ
を
受
け
る
場
合
の

所
猫
限
度
額
が
こ
の
ほ
ど
改
正
さ
れ

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
す
が
、
該
当
す
る
万

52年度の所得限度額

は
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

児
寡
雪
ほ
、
哨
1
8
歳
末
屑
の
児

童
を
3
人
以
上
（
そ
の
う
ち
1
人
以

①児童手当 ②児童扶養・特別児童扶養手当

扶養親族等と

児童数
所得限度額 ｍ警ｍ．請求者本人

配偶者扶養義務者

Ｏ人

1

2

3

4

5

2，226，000円

2，486，000

2，746，000

3．006，000

3，266，000

3，526，000

ｏ人

1

2

3

4

5

1，850，000円

2，110，000

2，370，000

2，630，000

2，890．000

3，150，000

5，733，000円

5，982，000

6，195，000

6，408，000

6，621．000

6，834，000

以下1人増すごとに260，000円加算

＆。の
限

度

額

に

加

算

社会保険料一律80．000円

老人扶養親族ｉ人につき60，000円

障害者控除200，000円

特別障害者ｚｚ280，000円

老年者〃200，000円

寡婦〃200．000円

勤労学生ＺＺ200，000円

難

なは養胆

合
成
洗
剤

成
分
ぷ
系
列
名
（
高
級
ア
ル
コ
ー
ル

系
な
ど
）
で
表
わ
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
業
者
に
よ
吟
成
分
名
ま
で
衷

示
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
洗
剤
に
は
洗
浄
補
助
剤
や

添
加
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
汚
水
の
原
因
七
心
れ
る
り
ん
酸

上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
）
養

育
し
て
い
る
こ
と
、
㈲
父
母
の
い
ず

れ
か
に
日
本
国
籍
が
あ
る
こ
と
、
○

養
育
者
の
所
得
額
が
表
の
限
度
額
を

超
え
な
い
こ
と
の
条
件
を
周
た
す
人

に
、
月
額
5
千
円
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。

Ｈ
Ｕ
児
童
扶
養
手
当
―

園
児
童
扶
！
雪
は
畷
婚
や
遺
棄
。

父
が
廃
疾
し
た
な
ど
の
理
由
で
父

石
け
ん
の
表
示

と
御
房
を
と
も
に
で
き
な
い
児
童

を
監
護
し
て
い
る
現
ま
た
は
養

育
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
公
的
年

金
（
障
署
福
祉
年
金
、
老
齢
福
祉

年
金
を
除
く
）
を
受
け
て
い
な
い

人
に
、
児
童
1
人
の
場
合
、
月
額

1
万
7
千
ａ
百
円
が
支
給
さ
れ
る

制
度
で
す
。

＝
特
別
児
童
扶
養
手
当
―

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
重
度
・

中
度
の
障
害
児
を
養
育
し
て
い
る

人
が
対
象
で
、
重
度
障
害
児
に
は

月
額
2
万
3
百
円
、
中
度
障
害
児

に
は
月
額
1
万
3
千
6
百
円
が
支

物
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
、
『
石

け
ん
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
石
け
ん
に
は
、
台
所
用
と

洗
た
く
用
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

後
者
は
純
石
け
ん
分
の
割
合
に
よ
っ

て
、
洗
た
く
用
石
け
ん
、
洗
た
く
用

複
合
石
け
ん
、
石
け
ん
系
洗
た
く
剤

洗
剤
の
表
示
方
法

塩
と
け
い
光
剤
な
ど
に
つ
い
て
は
、

微
量
で
≪
1
Ｋ
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

⑦

石
け
ん
に
つ
い
て
も
、
表
示
す
べ
き

項
目
は
合
成
洗
剤
と
同
じ
で
す
。

た
だ
し
、
本
来
純
粋
な
石
け
ん
は

水
に
と
け
る
脂
肪
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（

カ
リ
ウ
ム
）
を
い
い
ま
す
が
、
こ
の

法
律
で
は
一
定
の
剤
合
で
他
の
界
面

活
性
剤
や
洗
浄
補
助
剤
、
各
種
添
加

に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
固
型
の

石
け
ん
に
つ
い
て

は
、
品
名
、
成
分

以
外
の
岩
ボ
が
省

略
で
き
る
こ
と
に

合成洗剤の表示例

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

児
童
が
施
股
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
対
ま
に
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
・
状
況
届

は
6
月
末
ま
で
に

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
「

児
童
手
当
現
況
届
」
を
、
児
童
扶
養

納税

手
当
・
特
別
児
童
扶
芳
于
当
・
宇
治

市
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
「
所
得
状
況
届
」
を
今
月

末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
届
け
を
し
な
け
れ
ぱ
、

諸
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

出
張
受
付
の
利
用
を

▽
と
き
…
6
月
2
8
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ

な
っ
て
い
ま
す
。

◇

洗
剤
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
商

品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
便
用
目
的
に

応
じ
て
選
ぷ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ｔ総桐・品質ｔｉ＊ｉまに蕃づくｊ・

－（萬會耳㎜

ｗｉｊａ俺剛（ｊｆｓ）
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ｉ
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木
幡
公
民
館

神
明
公
民
館

広
野
公
民
館

大
和
田
公
会
堂

開
公
民
館

且
椋
公
会
堂

清
掃
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

宇
治
市
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
清
掃
作
業
員

1
8
歳
か
ら
3
5
歳
ま
で
の
身
体

強
健
な
人
。
男
若
干
名
。

ご
希
望
の
人
は
、
市
販
の
履
歴

今
月
は
5
2
年
度
の
市
・
府
民
税
第

1
期
の
納
期
月
で
す
。

前
納
に
は
報
償
金

市
税
の
前
納
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
。
こ
れ
は
、
ま
だ
納
期
の
来
て
い

白
川
の
束
海
自
然
歩
道
ぞ
い
に
あ
る
通
称
。
奥

の
池
″
に
、
こ
と
し
も
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
白
い

綿
菓
子
の
よ
う
な
卵
を
生
み
つ
け
て
い
る
。

こ
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、
山
地
に
住
み
、
池

や
沼
の
ほ
と
り
の
木
の
枝
に
産
卵
す
る
と
い
う
珍

し
い
カ
エ
ル
。
ナ
ツ
ミ
カ
ン
大
の
あ
わ
状
の
巣
に

は
、
直
径
一
・
五
♂
か
ら
三
ｊ
の
黄
白
色
の
卵
が

二
百
個
か
ら
五
百
個
あ
り
。
ま
も
な
く
。
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
に
ふ
化
し
、
下
の
水
に
落
ち
る
。

人
口
急
増
で
年
々
減
っ
て
い
く
宇
治
の
自
然
、

さ
い
。

来
年
も
、
そ
の
次
の
年
も
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が

産
卵
す
る
よ
う
み
ん
な
で
自
然
を
守
り
た
い
。

Ｒ
ｊ
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．
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ｇ
．
．
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ｌ
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．
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ｉ
Ｘ
ｉ
ｖ
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ａ

な
く
な
り
ま
し
た
。
必
ず
記
載
の

金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
5
2
年
度
の
保
険
料
第
1
期

分
の
納
期
限
は
6
月
3
0
日
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

■
鯛
理
師
試
験
と
講
習
会

京
都
府
で
は
、
調
理
師
試
験
を
7

月
1
7
日
に
関
西
文
理
学
院
（
京
都
市

北
区
）
で
行
い
ま
す
。

受
験
願
書
の
受
け
付
け
は
、
6
月

ｔ
＞
－
日
ま
で
で
す
。
申
し
込
み
や
お
問

い
合
わ
せ
は
宇
治
保
健
所
（
電
話
0

2
1
9
1
番
）
へ
。

な
お
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
受
験
者

の
講
習
会
が
7
日
1
1
日
と
1
2
日
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半
ま
で
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
ま

「福祉バザー」にご協力を

・とき……6月26日（日）午後1時～4時

・ところ……宇治商工会議所2階

この福祉バザーは，宇治市社会福祉協議会が．市内に特

別養護老人ホームや共同作業所（お年寄りのための授産施

みなさんのご設）を作る運動の一つとして開くものです。

協力をお願いします。

書
に
必
妥
事
項
を
記
入
し
て
、
6

月
3
0
日
（
木
）
ま
で
に
市
役
所
清

掃
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
滑
掃
課
（
電

話
ｏ
ａ
1
4
Ｌ
番
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
い
分
の
税
金
を
全
額
納
め
る
と
、

前
納
報
奨
金
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う

制
度
で
す
。

こ
の
前
納
報
奨
金
を
受
け
よ
う
と

さ
れ
る
方
は
、
す
で
に
お
送
り
し
た

黄
色
の
納
入
用
紙
で
、
市
役
所
納
税

課
、
ま
た
は
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便

局
、
農
協
な
ど
の
窓
口
を
通
じ
て
納

め
て
く
だ
さ
い
。
六
月
か
過
ぎ
て
全

額
を
納
め
る
と
き
は
、
納
税
課
ま
で

連
絡
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
報
奨

金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は

預
金
か
ら
自
動
的
に
納
め
ら
れ
る
口

座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
単
良
き

や
く
わ
し
い
こ
と
は
、

ず
ね
く
だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

■
第
9
回
簡
保
資
金

写
裏
コ
ン
ク
ー
ル

郵
便
局
の
簡
易
保
険
の
積
立
金
は

ま
す
。
明
る
い
作
品
を
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▽
宇
治
市
内
に
あ
る
対
象
の
施
設

槙
島
小
・
大
久
保
小
・
御
蔵
山
小

・
西
小
倉
小
・
伊
勢
田
小
・
岡
屋

小
・
南
部
小
・
宇
治
中
・
西
宇
治

中
・
北
宇
治
中
・
木
幡
中
・
仮
称

西
小
倉
第
三
小
用
地
・
仮
称
北
宇

治
第
二
中
用
地
、
木
幡
河
原
公
営

住
宅
、
宇
治
橋
若
森
線
・
川
東
京

大
線
、
西
宇
ｗ
－
水
路

▽
作
品
の
大
き
さ
・
：
カ
ラ
ー
は
ス
ラ

イ
ド
3
5
ミ
リ
以
上
、
白
黒
は
四
ツ

切
り
（
単
写
真
、
組
写
真
い
ず
れ

も
可
。
た
だ
し
、
組
写
耳
は
6
枚

1
組
3
点
ま
で
）

応
募
さ
れ
る
万
は
、
8
月
1
0
日
ま

で
に
お
近
く
の
郵
便
局
保
険
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
郵
便
局
）

日頃のご愛顧に感謝して

５
出

私
で

京阪・国鉄黄栞駅前

32－5555（代表）

堂々2Ｂ日倒オープン畷国勤・

7
3

（日）
第1会場片山家具センター

第会場

☆本店会場と第2会場までの間は送迎します。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

告
知
板
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